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約60倍に相当するという指摘もある（筑波 , 2008）。またイギリスのチャリティ団体CAF（Charities 































る（Aknin, Barrington-Leigh, Dunn, Helliwell, Burns, Biswas-Diener, Kemeza, Nyende, & Ashton-
James 2013）。また，厳密には寄付とは言い難いが，お金を人のために使うことで，幸福感が増加す










































































































1 2 3 4
＜助け合い精神＞
困ったときには助け合うことが必要だと考えたから .753 .045 -.016 -.076
扱われる問題（災害の被害や貧困，環境問題等）を深刻だと感
じたから
.709 -.222 .036 .208
社会の役に立つと考えたから .633 .158 -.029 -.070
＜社会貢献＞
社会への恩返しとして .248 .676 -.026 -.146
自分の幸運に感謝して -.150 .639 -.125 .200
社会の未来への投資として .118 .523 .041 .064
寄付をすることで満足感や達成感が得られるから -.054 .507 .140 .044
経済的に余裕があったから -.065 .420 .149 .068
＜周囲との同調＞
身の周りの人（友人，知人，他人）が寄付をしていたから .047 -.002 .764 .016
家族や友人，所属組織などに勧められたから -.058 .061 .724 -.031
＜管理への信頼＞
寄付の管理団体がとても熱心に活動していたから -.056 .178 -.004 .640
寄付の管理団体は，適切に寄付金を活用してくれると感じたか
ら
.340 .013 .000 .429
表3　寄付動機尺度の記述統計量及び信頼性
　 項目数 M SD α/ r
　助け合い精神 3 3.77 0.73 0.73
　社会貢献 5 2.93 0.70 0.72
　周囲との同調 2 2.30 0.97 0.57











































　 項目数 M SD α/ r
管理への不信 4 3.19 0.78 0.80
無関心 5 2.71 0.73 0.79
十分な支援 2 2.54 0.77 0.39
手がかり不足 2 3.09 0.81 0.37
経済的負担 1 3.41 1.09
表4　寄付抑制動機の因子分析結果
　 因子
1 2 3 4
＜管理への不信＞
寄付の管理団体に不信感があったから .883 -.085 .024 -.084
寄付の管理団体の寄付金の使い方が不明瞭だったから .724 -.062 -.026 .066
寄付の管理団体の活動目的，趣旨に賛同できなかったから .679 .085 .070 -.027
寄付が有効な問題解決手段だとは思えなかったから .428 .239 .036 .095
　 　 　 　 　
＜無関心＞ 　 　 　 　
問題がとくに自分には関係ないことだと考えたから -.049 .889 -.182 -.022
寄付とは別に税金を払っているので必要ないと考えたから .085 .642 .076 -.070
報酬や返礼が期待できないから -.100 .601 .261 -.108
問題の程度や深刻さ，寄付の必要性がイメージできなかったか
ら
.180 .568 -.132 .106
身の周りの人（友人，知人，他人）が寄付をしていなかったか
ら
-.083 .436 .263 .097
　 　 　 　 　
＜十分な支援＞ 　 　 　 　
過去に寄付，またはボランティアなどで一定の貢献を果たした
から
.052 -.086 .732 -.042
すでに多くの寄付，支援が集まっていたから .060 .091 .419 .143
　 　 　 　 　
＜手がかり不足＞ 　 　 　 　
どの団体に寄付をすればよいか十分に情報がなかったから .073 -.100 -.066 .738
寄付の手続きがわかりにくかったから -.105 .086 .130 .521
　 　 　 　 　

















































































助け合い精神 － .284** -.119* .349** -.014 -.265** -.045 .057 -.001 .067 .324** -.222** .321**
社会貢献 － .354** .360** .107 .310** .290** .212** .111 .020 -.010 .136** .140**
周囲との同調 － .143** .056 .459** .262** .191** .004 .039 -.103* .212** .069
管理への信頼 － .103 .033 .085 .075 -.009 .048 .048 -.039 .098*
管理への不信 － .421** .297** .406** .150** .003 -.086** -.067** -.004
無関心 － .493** .381** .205** -.013 -.305** .258** -.078**
十分な支援 － .313** .072** -.065** -.072** .105** .102**
手がかり不足 － .159** .003 -.003 -.040 .128**
経済的負担 － .042 -.148** -.012 -.020
返済 － .099** .070** .080**
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